
令和 5 年度奈良県立医科大学 前期日程 

数学入試問題『出題の意図』 

※ 『出題の意図』についての質問、照会には一切回答しません。

※ 本学入学試験の教科・科目ごとの配点については、令和５年度奈良県立医科大学学生

募集要項を参照してください。

[第 1 問] 対数関数により表示された曲線を素材として、曲線の接線や二つの曲線の交点を 

求めさせる問題であり、微積分学の基礎事項に関する理解度を計る。 

[第 2 問] 一次関数の絶対値の和で表示された区分的に微分可能な連続関数 f(x)に関する 

問題である。各閉区間では絶対値記号を外すことで f(x)を一次関数として表示すること、及 

び X が実数全体を動くときの最小値を問う。数学Ｉのやや発展的な応用力・総合力を計る。 

[第 3 問] 通常の正整数を与えたとき、それらをガウス整数（すなわち実部・虚部ともに通 

常の整数である複素数）の積として表示させる問題である。複素数と整数との融合問題で 

あり、複素数の積・絶対値等についての基礎事項・および論証能力を計る。 

[第４問] 数直線上の点 x = 4 からスタートし、然るべき条件の下で左右のいずれかに移動す

る酔歩を題材とする確率論の問題である。題意を正確に把握する読解力、及び事象を無駄

なく数え上げる考察力、および数列の漸化式の扱いに関する基礎学力を問う。 

 [第 5 問] xyz 空間で格子点を始点・終点とする整数成分の３個のベクトルを与えたとき、 

整数成分のベクトルがそれらの整数定数倍の和として表示されるか否かを問う問題である。 

３個の未知変数についての連立一次方程式が整数解を持つための条件を導出させることで、 

ベクトル演算・整数についての基礎学力・および総合力を問う。 


